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〔主な内容〕

防災関係 （P2～4）

県民体育大会結果 （P5）

JAPAN TENT （P6～7）

わくワーク体験（7月28日～8月1日）



防

災

●
家
族
防
災
会
議
を
開
こ
う

い
ざ
と
い
う
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
や
は

り
家
族
で
す
。
定
期
的
に
家
族
そ
ろ
っ
て
防

災
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
例
と
し
て
、
話
題
と
し
た
い
テ
ー
マ
は

次
の
５
つ
で
す
。

①
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

・
日
常
の
予
防
対
策
上
の
役
割
と
災
害
発
生

時
の
役
割
の
両
方
を
決
め
て
お
く
。

・
お
年
寄
り
、
乳
幼
児
、
障
害
者
な
ど
が
い
る

場
合
は
誰
が
支
援
す
る
か
な
ど
も
話
し
あ

う
。

②
家
屋
の
危
険
箇
所
チ
ェ
ッ
ク

・
家
の
内
外
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
危
険
箇
所
を

確
認
し
あ
う
。

・
放
置
で
き
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
修
理
や

補
強
の
方
法
に
つ
い
て
も
話
し
合
う
。

●
「
も
し
も
」
と
と
て
も
気
に
な
り
、

寝
室
の
タ
ン
ス
の
転
倒
防
止
を
大
工

さ
ん
に
頼
ん
で
お
い
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の

造
作
で
は
や
り
に
く
い
と
大
工
さ
ん
は
こ

ぼ
し
、
夫
は
「
こ
こ
に
地
震
は
な
い
か
ら
、

神
経
質
に
な
る
こ
と
は
な
い
」
と
言
っ
た
。

「
で
も
、
お
か
げ
で
助
か
り
ま
し
た
。
家
具

な
ど
が
倒
れ
て
お
気
の
毒
な
こ
と
に
な
っ

た
方
た
ち
も
い
る
と
聞
い
た
り
し
て
お
り

ま
す
け
れ
ど
…
」。
東
京
か
ら
神
戸
に
引
っ

越
し
て
大
地
震
に
遭
遇
し
た
方
の
述
懐
で

す
。

●
防
災
に
あ
っ
て
は
「
備
え
る
」
こ
と
が
最
も

重
要
で
す
。
し
か
し
た
と
え
ば
地
震
対
策

を
進
め
る
際
な
ど
は
「
あ
れ
も
、
こ
れ
も
」

と
一
度
に
大
量
の
こ
と
を
や
ろ
う
と
す
る

と
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
か
ら
、
今
日
は

タ
ン
ス
、
明
日
は
テ
レ
ビ
と
い
う
ふ
う
に
少

し
ず
つ
確
実
に
進
め
て
い
く
方
が
効
率
も

良
い
で
し
ょ
う
。

防災の三大鉄則
①あなたの安全は
あなた自身で守りましょう

②家族の安全は
家族みんなで守りましょう

③地域の安全は
地域ぐるみで守りましょう

2003.9.5.（2）

自然は常に人間を上回ります。現在の科学では

災害を完全に防ぐことはできません。しかし、起

こった場合に少しでもその被害を小さくすること

はできるはずです。そのためには日常的な備えが

欠かせません。面倒くさがらず、まずはできるこ

とから一つ一つやっていきましょう。
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防

災

一次持出品は、災害が
発生して避難するとき、
まず最初に持ち出すべ
きものです。

予備電池は多め

に用意。

絆創膏、傷薬、包帯、

風邪薬、胃腸薬、鎮痛

剤など。

カンパン、缶詰など火を通さない

でも食べられるもの。ミネラルウ

ォーター。缶切り、栓抜き、紙皿、

紙コップ、水筒など。

できれば1人に

1つ。予備電池

も忘れずに。

下着・上着などの衣類、

タオル、生理用品、粉ミ

ルク、紙おむつ、ウェッ

トティッシュ、合羽、へ

ルメット、ライター、ラップ

フィルム（止血や汚れた食器

にかぶせて使う）など。

現金（10円硬貨があると公衆電

話の利用に便利）、預貯金通帳、

印鑑、免許証、権利証書など。

二次持出品は、災害復旧ま
での数日間（最低3日分）
を生活できるように準備し
ておくものです。

飲料水は1人1日3リット

ルを目安に。ペットボ

トルや缶入りのミネラ

ルウォーター。また、

防災タンクにためておく。
米（缶詰やレトルト、アル

ファ米も便利）、缶詰やレ

トルトのおかず、ドライフ

ーズ、チョコレート・アメ

などの菓子類、梅干し、調

味料など。

卓上コンロ、

ガスボンベ、

固形燃料。

生活用水（風呂

や洗濯機に備蓄。

幼児に注意して）、

毛布・寝袋、洗

面用具、ドライシャンプー、なべ、やかん、

防災タンク（ポリタンク）、バケツ、各

種アウトドア用品など。

二次持出品 
（例）

一次持出品 
（例）

非常食

貴重品

携帯ラジオ

懐中電灯

救急医薬品

その他

燃料 その他

食品飲料水

非常持出品は定期的に点検を！ 
 いざというときに支障のないように、食品類の賞味

期限や持出用品の不備を定期的に点検しましょう。

・
筆
記
用
具
は
書
き
置
き
・
伝
言
な
ど
、
情
報
を
メ
モ

す
る
の
に
役
に
た
っ
た
。

・
せ
っ
か
く
バ
イ
ク
が
あ
る
の
に
キ
ー
が
家
具
に
埋
ま

り
使
え
ず
不
便
し
た
。
自
転
車
や
バ
イ
ク
、
車
の
あ

る
人
は
予
備
の
キ
ー
も
非
常
品
に
加
え
て
お
く
と
よ

い
。

・
急
な
避
難
時
に
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
ほ
か
に
お
年
寄
り

が
忘
れ
て
は
い
け
な
い
も
の
と
し
て
、
入
れ
歯
、
メ

ガ
ネ
、
ガ
ム
テ
ー
プ
（
歩
く
時
に
下
に
落
ち
て
い
る

割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
が
取
れ
る
）。

・
私
は
山
登
り
が
好
き
な
た
め
、
常
に
最
低
限
の
必
要

品
（
懐
中
電
灯
・
手
袋
・
非
常
食
・
く
す
り
一
式
・
食
器

な
ど
）
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
て
い
る
の
で
、

地
震
の
時
す
ぐ
に
と
り
だ
し
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

・
偶
然
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
う
が
、
震
災
の
4
日
前
の

13
日
、金
曜
日
の
夕
食
後
”
我
が
家
の
防
災
グ
ッ
ズ
“な

る
冊
子
を
み
な
が
ら
夫
が
お
も
む
ろ
に
点
検
を
始
め

た
、
改
め
て
水
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
日
付
を
確
認
し
、

そ
の
ま
ま
し
ま
っ
た
。
中
身
は
水
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
・

角
巾
・
ろ
う
そ
く
・
懐
中
電
灯
が
入
っ
た
簡
単
な
も

の
だ
っ
た
が
、
役
に
た
っ
た
。

・
昭
和
30
年
代
の
炭
を
ど
う
し
よ
う
、
ど
う
し
よ
う
と

思
い
な
が
ら
も
保
存
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ

れ
も
ま
た
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
な
い
あ
の
時
、
お

じ
や
、
お
湯
沸
か
し
に
大
助
か
り
。
そ
れ
に
お
す
し

屋
さ
ん
の
お
は
し
を
使
用
せ
ず
に
残
し
て
あ
っ
た
の

で
、
こ
れ
も
火
お
こ
し
用
に
と
て
も
便
利
で
し
た
。

神戸ではこんなものが役にたった！
～体験からの知恵～

③
非
常
時
持
出
品
と
入
れ
替
え

・
家
族
構
成
を
考
え
な
が
ら
必
要
な
品
が
そ

ろ
っ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

・
定
期
的
に
保
存
状
態
や
使
用
期
限

を
点
検
し
、
新
し
い
も
の
と
取
り

替
え
る
。
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防

災

④
家
具
の
安
全
な
配
置
と
転
倒
防
止
対
策

・
家
の
中
に
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
家
具
の
配
置
換
え
や

転
倒
・
落
下
を
防
ぐ
方
法
を
考
え
る

・
い
つ
、
誰
が
誰
と
そ
の
作
業
を
行
う
か
な
ど
も
決
め
て
お
く

⑤
災
害
時
の
連
絡
方
法
や
避
難
場
所
の
確
認

・
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
と
き
の
連
絡
方
法
や

避
難
場
所
を
確
認
す
る

・
避
難
コ
ー
ス
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
も
話
し
あ
い
、

で
き
れ
ば
休
日
な
ど
を
利
用
し
、
み
ん
な
で
下
見
を

し
て
お
く

千 鳥 台 公 園

緑 台 児 童 公 園

向 粟 崎 都 市 緑 地

旭 ヶ 丘 公 園

向 粟 崎 運 動 公 園

向 陽 台 公 園

向粟崎小学校グラウンド

清湖小学校グラウンド

鶴 ヶ 丘 第 1 児 童 公 園

鶴 ヶ 丘 第 2 児 童 公 園

鶴 ヶ 丘 東 公 園

鶴ヶ丘小学校グラウンド

鶴 ヶ 丘 中 央 公 園

内談中学校グラウンド

千鳥台1丁目44

緑台1丁目271、272

向粟崎4丁目193

旭ヶ丘282

向粟崎1丁目413-1

向陽台1丁目140

向粟崎2丁目382

向陽台2丁目294

鶴ヶ丘4丁目85

鶴ヶ丘4丁目1-186

鶴ヶ丘2丁目160-1

鶴ヶ丘2丁目162

鶴ヶ丘5丁目1-44

鶴ヶ丘2丁目308

内 談 総 合 グ ラ ウ ン ド

鶴 ヶ 丘 第 3 児 童 公 園

大根布小学校グラウンド

大 清 台 公 園

大 根 布 児 童 公 園

大 学 第 2 児 童 公 園

内 談 町 総 合 公 園

西荒屋小学校グラウンド

西 荒 屋 児 童 公 園

室 児 童 公 園

千 鳥 台 第 3 公 園

ハ マ ナ ス 恐 竜 公 園

県立内談高校グラウンド

鶴ヶ丘2丁目743

鶴ヶ丘5丁目1-192

大根布6丁目2

大清台139

大根布7丁目62・81

大学2丁目119

宮坂に459

西荒屋ハ6-7

西荒屋ロ1-4

室ニ30-4

千鳥台2丁目360

ハマナス2丁目185

千鳥台3丁目1

千 鳥 台 公 民 館

旭 ヶ 丘 公 民 館

向 粟 崎 体 育 館

緑 台 公 民 館

ア カ シ ア 公 民 館

働 く 婦 人 の 家

向 粟 崎 東 集 会 場

鶴 ヶ 丘 西 公 民 館

鶴 ヶ 丘 東 公 民 館

鶴 ヶ 丘 北 公 民 館

大 学 公 民 館

内 談 中 央 公 民 館

宮 坂 公 民 館

勤 労 青 少 年 ホ ー ム

室 公 民 館

千鳥台1-29-3

旭ヶ丘281-12

向粟崎1-420

緑台1-243-7

アカシア2-4

向陽台1-145-2

向粟崎5-85

鶴ヶ丘4-1-186

鶴ヶ丘2-159-1

鶴ヶ丘5-1-185

大学2-119

大根布3-150

宮坂ニ29-2

西荒屋ハ24-4

室イ83

向 粟 崎 小 学 校

鶴 ヶ 丘 小 学 校

大 根 布 小 学 校

西 荒 屋 小 学 校

内 談 中 学 校

文 化 会 館

武 道 館

勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

福 祉 セ ン タ ー （ 憩 ）

サイクリングターミナル

町 立 少 年 の 家

屋内温水プール管理棟

清 湖 小 学 校

内 談 町 町 民 ホ ー ル

県 立 内 談 高 等 学 校

向粟崎2-382

鶴ヶ丘2-162

大根布6-2

西荒屋ハ6-7

鶴ヶ丘2-308

大清台140

鶴ヶ丘2-308

宮坂6-1-1

宮坂に455

宮坂に1-3

向粟崎3-104

宮坂に1-9

向陽台2-294

大学1-2-1

千鳥台3丁目1

◎指定避難場所 

◎指定避難所 



2003.9.5.（5）

県
民
体
育
大
会

第
55
回
石
川
県
民
体
育
大
会
が
8
月
9

日
と
10
日
（
一
部
除
く
）
に
、
羽
咋
市
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
、
内
談
町
か
ら
は
、
選

手
・
役
員
約
五
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

9
日
は
台
風
10
号
に
よ
る
影
響
で
屋
外
競

技
が
す
べ
て
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
り
ま

し
た
が
、
10
日
に
は
晴
れ
上
が
り
、
厳
し

い
暑
さ
の
な
か
各
競
技
に
奮
闘
い
た
し
ま

し
た
。

結
果
、
弓
道
競
技
が
ア
ベ
ッ
ク
で
優
勝

し
た
ほ
か
、
男
子
で
は
、
空
手
道
が
12
連

覇
を
達
成
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
柔

道
、
自
転
車
競
技
で
優
勝
、
女
子
で
は
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
が
優
勝（
暫
定
）を
勝
ち
取
り
、

総
合
順
位
は
男
子
4
位
、
女
子
3
位
と
い

う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
の
席
上
、
永
年
の
体
育

振
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
谷
本
正
憲
県

体
育
協
会
長
よ
り
石
川
県
体
育
協
会
功
労

者
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
体
育
協
会
功
労
者
表
彰

（
内
談
町
関
係
分
）

・
工

久
美
子
（
水
泳
・
緑
台
）

・
舘

順
子
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
大
根
布
）

競
技
別
成
績

第
1
位
▼

男
子
／
弓
道
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

柔
道
・
空
手
道
・
自
転
車

女
子
／
弓
道
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
暫
定
）

第
2
位
▼

男
子
／
ラ
グ
ビ
ー

女
子
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
・
ゴ
ル
フ

第
3
位
▼

男
子
／
卓
球
・
相
撲
・
サ
ッ
カ
ー

女
子
／
卓
球

総
合
成
績

第2部男子

第1位 津幡町 641.5

鶴来町 591.5

野々市町 564.5

内談町 547.5

辰口町 445.5

七塚町 431.5

野々市町 494

津幡町 492

内談町 380.5

鶴来町 369.5

宇ノ気町 356

根上町 308.5

第2位

第3位

第4位

第5位

第6位

第2部女子

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

石
川
県
民

体
育
大
会

第
55
回

男子第4位
女子第3位

8
月
5
日
〜
8
月
8
日
ま
で
の
4
日
間
、
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
町
の
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
団
員
33
名
・
引
率
8
名
）
が
、
北
海
道
苫
前
郡
羽
幌
町
を

訪
れ
ま
し
た
。

一
行
は
6
日
に
羽
幌
町
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
団
員
21

名
・
指
導
者
8
名
）
の
団
員
達
と
、
合
同
練
習
・
交
歓
試
合
を

行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
1
試
合
目
は
羽
幌
町
VS
内
談
町

で
行
い
、
2
・
3
試
合
目
は
羽
幌
町
・
内
談
町
の
混
成
チ
ー

ム
を
4
チ
ー
ム
つ
く
り
、
各
1
試
合
ず
つ
行
い
ま
し
た
。
羽

幌
町
少
年
団
は
8
日
に
北
海
道
大
会
を
控
え
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
交
流
試
合
と
は
思
え
な
い
熱
戦
が
各
試
合
に
お
い
て

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

7
日
に
は
道
内
視
察
と
し
て
、
稚
内
市
ま
で
行
き
、
宗
谷

岬
・
ノ
シ
ャ
ッ
プ
寒
流
水
族
館
を
見
学
し
、
日
本
最
北
の
地

で
の
生
活
や
、
内
談
町
と
の
環
境
の
違
い
を
勉
強
し
て
き
ま

し
た
。

3
泊
4
日
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
こ
の
交
流
に
よ

っ
て
芽
生
え
た
友
情
の
輪
は
、
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流羽幌町・内談町スポーツ少年団交流
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ャ
パ
ン
テ
ン
ト
に
参
加
し
て

T.

Y.

留
学
生
と
話
し
た
事
は
あ
っ
て
も
、一
緒
に
生

活
す
る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
初
め
は

口
に
合
う
食
事
を
作
れ
る
か
、何
を
話
せ
ば
い
い

の
か
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
実
際
に

対
面
し
話
を
す
る
う
ち
に
親
し
く
な
り
心
配
も

な
く
な
り
ま
し
た
。

家
で
は
色
々
な
話
を
し
ま
し
た
。
中
国
で
の

生
活
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
驚
く
事
も
多
か
っ

た
で
す
。
漢
方
の
国
な
の
で
体
を
温
め
る
の
が

基
本
で
飲
み
物
に
氷
を
入
れ
る
事
も
な
い
そ
う

で
す
。
お
互
い
の
生
活
の
違
い
を
話
し
な
が
ら

子
ど
も
達
と
も
よ
く
遊
ん
で
く
れ
た
の
で
子
ど

も
達
も
い
い
刺
激
を
う
け
貴
重
な
経
験
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

私
達
は
中
国
文
化
に
ふ
れ
た
事
が
な
か
っ
た

け
れ
ど
留
学
生
と
生
活
し
た
事
で
中
国
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
内
談
は

小
さ
な
町
だ
け
れ
ど
、こ
こ
に
居
な
が
ら
に
し
て

色
々
な
国
の
文
化
を
体
験
で
き
る
す
ば
ら
し
い

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
を
終
え
て

K.

M.

今
回
初
め
て
の
参
加
で
、我
が
家
に
は
お
隣
の

内
談
町
の
み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
前
回

お
便
り
し
て
か
ら
半
年
も
経
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
筆
不
精
を
お
詫
び
し
ま
す
。
少
し
言
い
訳

さ
せ
て
も
ら
う
と
、
3
〜
5
月
は
日
中
太
陽
の

下
で
の
気
温
は
時
に
70
度
を
超
え
、
室
内
も
常

に
40
度
。
生
き
て
い
る
だ
け
で
精
一
杯
、
メ
ー

ル
を
送
る
気
力
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
っ
と
雨
季
に
入
り
過
ご
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
が
、
雨
季
の
恐
怖
は
マ
ラ
リ
ア
。
こ
れ
は

熱
帯
に
生
息
す
る
蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
感

染
症
の
ひ
と
つ
で
、
死
に
至
る
こ
と
も
。
雨
と

不
衛
生
な
環
境
に
よ
り
増
殖
す
る
蚊
の
対
策
に

は
、”
蚊
帳
“
の
使
用
が
最
も
有
効
！

蚊
帳
の

行
商
人
も
増
え
、
そ
の
有
効
性
を
わ
か
っ
て
は

い
て
も「
蚊
帳
を
買
う
お
金
が
な
い
」、「
蚊
帳
を

買
う
よ
り
今
日
の
食
事
」と
い
う
の
が
ニ
ジ
ェ
ー

ル
の
人
々
。
現
状
改
善
を
目
指
す
マ
ラ
リ
ア
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
日
本
政
府
は
支
援
し
て
い

ま
す
。

6
月
末
に
は
日
本
か
ら
蚊
帳
や
薬
剤
が
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
モ
ノ
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
運
営
の
財
政
的
な
支
援
や
、
協
力
隊
員
の

派
遣
と
い
っ
た
人
的
支
援
も
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
蚊
帳
は
国
民
全
員
の
分
が
あ
る
は
ず
も

な
く
分
配
法
な
ど
問
題
も
多
い
で
す
が
、
み
な

さ
ん
の
税
金
が
サ
ハ
ラ
の
真
ん
中
で
、
確
実
に

現
地
の
人
々
に
届
い
て
い
ま
す
。

雨
季
と
い
え
ば
も
う
ひ
と
つ
”
キ
リ
ン
“
。

ニ
ジ
ェ
ー
ル
東
部
で
は
水
辺
へ
移
動
す
る
た
め

国
道
を
悠
々
と
歩
く
野
生
キ
リ
ン
に
遭
遇
で
き

感
想

M.

K.

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
は
今
回
が
三
回

目
で
、今
年
は
ラ
オ
ス
の
二
十
才
の
男
の
子
で
し

た
。日

本
語
習
熟
度
が
C
に
な
っ
て
い
た
の
で
ち

ょ
っ
と
心
配
し
ま
し
た
が
、思
っ
た
よ
り
日
本
語

が
上
手
で
、
礼
儀
正
し
く
、
素
直
で
明
る
い
、
と

て
も
い
い
子
で
し
た
。
進
ん
で
手
伝
い
も
し
て

く
れ
、留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、

息
子
が
も
う
一
人
増
え
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
感
じ

で
、と
て
も
楽
し
い
四
日
間
で
し
た
。

「
冬
休
み
に
な
っ
た
ら
又
お
い
で
。
待
っ
て
る
か

サ
ハ
ラ
の
国
で
〜
ニ
ジ
ェ
ー
ル
便
り
〜

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
の
ご
感
想
で
す

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
の
ご
感
想
で
す

内談の集い（サイクリングターミナル）

空手体験（内談町武道館）

内談の自然や伝統文化に触れ、また人と人のふれ合いで友情が芽生え、留

学生にとっては短い期間でしたが貴重な経験となったでしょう。

ホストファミリーのみなさん、どうもありがとうございました。
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国
、中
国
の
女
性
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

思
い
切
っ
て
申
し
込
み
を
し
た
も
の
の
、ど
う
し

て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、出
会
い
の
握
手
さ
え
求

め
て
い
い
の
か
迷
っ
た
も
の
で
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
空
手
体
験
や
海
水
浴
に
は
子

供
た
ち
も
参
加
し
、留
学
生
で
な
く
と
も
嬉
し
い

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

引
網
で
捕
れ
た
魚
を
大
喜
び
で
持
っ
て
帰
っ
て

き
た
の
で
か
ら
あ
げ
に
し
ま
し
た
。「
と
て
も
お

い
し
い
！
」と
言
っ
て
つ
ま
み
ぐ
い
を
す
る
彼
女

が
と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
の
で
、お
行
儀
が
悪
い

と
は
注
意
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
い
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。

ま
す
。
絶
対
見
た
い
！

と
い
う
な
ら
ガ
イ
ド

付
”
キ
リ
ン
ツ
ア
ー
“も
。
ア
フ
リ
カ
と
い
う
と

野
生
動
物
を
想
像
し
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
移
動

手
段
で
あ
る
ラ
ク
ダ
、
馬
、
ロ
バ
、
食
用
の
羊

や
ヤ
ギ
が
い
る
く
ら
い
で
、
キ
リ
ン
は
こ
の
国

の
自
慢
の
ひ
と
つ
。
私
は
先
日
初
め
て
国
道
で

ば
っ
た
り
！

と
っ
て
も
白
く
っ
て
き
れ
い
で
、

不
思
議
そ
う
に
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

「
こ
こ
で
ナ
ニ
し
て
る
の
？
」
っ
て
訊
い
て
る
み

た
い
に
…
。

内
談
町

水
口

亜
紀

（
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ニ
ジ
ェ
ー
ル
に
赴
任

中
）

ら
ね
。
ラ
コ
ー
ン
！
」覚
え
た
ば
か
り
の
ラ
オ
ス

語
で
、母
の
気
持
ち
で
送
り
出
し
ま
し
た
。

JA
P
A
N
-T
E
N
T

を
振
り
返
っ
て

C.

F.

今
回
ホ
ス
ト
と
し
て
留
学
生
の
皆
さ
ん
の
受

け
入
れ
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
私
の
周
り
に

「JA
P
A
N
-T
E
N
T

」
に
携
わ
る
多
く
の
方
が
い
て

く
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
ょ
う
。
ご
近
所

に
は
毎
年
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
国
際
交

流
を
実
践
し
て
い
る
方
が
い
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
家
族
の
賛
成
が
あ
っ

た
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。

受
け
入
れ
前
ま
で
は
、
文
化
・
習
慣
・
言
葉
の

壁
を
も
ち
な
が
ら
、海
外
の
方
々
と
ど
こ
ま
で
意

思
の
疎
通
が
図
れ
る
か
た
い
へ
ん
心
配
で
し
た
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
た
途
端
、
今
ま
で

の
心
配
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
我
が
家
で
は
、い

ろ
い
ろ
な
国
の
遊
び
を
通
し
て
子
ど
も
達
も
す

ぐ
に
と
け
こ
み
あ
っ
と
い
う
間
の
4
日
間
で
し

た
。
留
学
生
の
皆
さ
ん
が
日
本
文
化
を
学
ぶ
と

い
う
よ
り
も
、
私
達
家
族
の
方
が
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、本
当
の
意
味

で
「
触
れ
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
大
切
さ
」
を

充
分
に
感
じ
ま
し
た
。

来
年
も
ホ
ス
ト
と
し
て
何
か
役
立
て
る
こ
と

が
あ
る
な
ら
ば
、是
非
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

野生のキリン！
キリンも家族で移動するとか。

藤田ホストファミリー（子ども3
人）と韓国から来たカン ウンジョ
ンさん。 地引網（権現森海水浴場）

内談の集い よさこいソーラン（サイクリングターミナル）

今年も8月1日～8月8日に渡り、石川県を舞台に「第16回JAPAN

TENT」が開催されました。

内談町では、8月5日～8月8日の4日間、20組のホストファミリー

の協力で、25名の留学生がホームステイを行い様々なイベントを繰り

広げました。



7月28日（月）から8月1日（金）までの1週間、中学生が町のいたる所に繰り出しました。

思い起こせばその期間中、どこの店に入っても中学生がいませんでしたか？ これは「わく

ワーク体験」といって、中学2年生が実際の職場において体験学習をすることにより、働く

ことや職業に対する理解を深め、今後の進路学習の一助とすることなどをねらいとしたも

ので、内談中学校の生徒も55もの事業所に別れて行いました。以下の記事は役場に職場体

験に来た生徒らが広報の仕事を体験し実際に自分達で作ったもので、上から順に第1班、第

2班の力作です。どうぞご覧あれ。

★★★★
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わ

く
ワ

ー
ク

7月31日（木）鶴ヶ丘郵便局へ「広報うちなだ」の取材に行きました。

わくワーク体験で鶴ヶ丘郵便局には中道君、架谷君の2人の中学生が郵便

物、小包の受け入れ、印紙、切手、はがきの販売などの窓口業務をしていました。

郵便物の預かりをしていた中道君は「難しい」と一言、メールの印刷をして

いた架谷君は「覚えることが多くて難しい」と二人とも苦笑いをしながら言っ

ていました。

来店していたお客さんに2人の働きについて聞いたところ「局員の指示通り働い

ていた」や、中には「声が小さい」など厳しいアドバイスもありました。

わくワーク体験の受け入れをしてくれた鶴ヶ丘郵便局長の荒井さんにインタビュー

したところ「一生懸命がんばっています。教育の一環として、体験をさせてあげたい」

と教育面でのことや、「あいさつがとても重要になってくる」と仕事面や社会面での

ことを言ってくれました。

私達自身、今回の3日間という短いわくワーク体験を終えて、最も成長したのは

言葉使いだと思います。そして、これら得たことをこれからの人生において活かし

ていきたいと思います。

緊張初取材！鶴ヶ丘郵便局へGO！

牛
の
お
世
話
は
モ
ー
大
変

7
月
29
日
（
火
）
3
K
ブ
リ
ー
ド
に
行
っ
て
わ
く
ワ
ー
ク
体
験
を
し
て
い

る
中
学
2
年
生
に
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
き
ま
し
た
。

3
K
ブ
リ
ー
ド
は
酪
農
団
地
の
中
に
あ
り
、
全
体
で
は
230
頭
、
1
つ
の
小

屋
に
64
頭
も
の
牛
が
い
ま
し
た
。
3
K
ブ
リ
ー
ド
で
は
中
学
生
は
牛
の
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
、小
屋
の
掃
除
、草
む
し
り
な
ど
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。
初
め
て
牛
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
た
福
田
君
は
「
最
初
は
怖
か
っ
た

け
ど
牛
と
ふ
れ
あ
え
て
よ
か
っ
た
」、
矢
木
君
は
「
牛
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
怖

い
け
ど
す
ご
く
楽
し
い
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
作
業
が
終
わ
り
3
K
ブ
リ
ー

ド
で
と
れ
た
普
段
で
は
な
か
な
か
味
わ
え
な
い
と
れ
た
て
の
牛
乳
を
皆
飲
ま

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
の
お
い
し
さ
に
疲
れ
も
と
れ
た
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

わ
く
ワ
ー
ク
体
験
の
お
世
話
を
し
て
く
れ
た
3
K
ブ
リ
ー
ド
の
越
野
さ
ん

に
一
番
大
変
な
仕
事
は
？

と
お
尋
ね
す
る
と
「
全
部
大
変
だ
け
ど
、
毎
日

や
っ
て
い
る
と
つ
ら
く
感
じ
な
く
な
る
」と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た「
病

気
に
な
っ
て
な
か
な
か
治
ら
な
い
牛
が
い
る
と
と
て
も
か
わ
い
そ
う
」
と
も

言
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
実
際
体
験
し
て
み
て
、
わ
く
ワ
ー
ク
体
験
に
よ
り
仕
事
の
大

切
さ
や
大
変
さ
を
学
び
、
将
来
自
分
が
仕
事
を
す
る
上
で
と
て
も
役
に
た
つ

と
思
い
ま
し
た
。

第一班 左から
高君、中佐君、田端君

第二班 左から
金森君、北川君、福島君
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バ
ス
・
交
通
安
全
な
ど

電車 浅野川線 電車 浅野川線バス 鶴ヶ丘住宅線 バス 鶴ヶ丘住宅線

【鶴ヶ丘住宅線 運行系統図】

内
談
駅

鶴
ヶ
丘

医
科
大

病

院

内
談
町

福
祉
セ

ン
タ
ー

内
談
町

総
合
公
園

白
帆
台

ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン

（
屋
内
温
水
プ
ー
ル
前
）

電車 浅野川線 電車 浅野川線

9：00 
10：12 
11：32 
12：44 
13：34 
15：16 
16：44 

 

9：17 
10：29 
11：49 
13：01 
13：51 
15：33 
16：58 

 

北鉄
金沢 内談駅→

→
→
→
→
→
→
→

バス 鶴ヶ丘住宅線 バス 鶴ヶ丘住宅線

9：19 
10：31 
11：51 
13：03 
13：53 
15：35 
17：01 

 

9：27 
10：39 
11：59 
13：11 
14：01 
15：43 
17：09 

 

医科大内談駅 内談駅 内談駅

9：30 
10：42 
12：02 
13：14 
14：04 
15：46 
17：12 

 

9：35 
10：47 
12：07 
13：19 
14：09 
15：51 
17：17 

 

白帆台総合
公園

9：47 
11：02 
12：20 
13：34 
14：04 
15：39 
17：05 

 

9：50 
11：05 
12：23 
13：37 
14：07 
15：42 
17：08 

 

医科大白帆台 総合
公園

9：53 
11：08 
12：26 
13：40 
14：10 
15：45 
17：11 

 

10：03 
11：18 
12：36 
13：50 
14：20 
15：55 
17：21

内談駅医科大白帆台白帆台 総合
公園

9：19 
10：07 
11：51 
13：03 
13：53 
15：35 
16：43 

 

9：27 
10：15 
11：59 
13：11 
14：01 
15：46 
16：54 

 

医科大内談駅

9：33 
10：21 
12：02 
13：14 
14：04 
15：49 
16：57 

 

9：35 
10：23 
12：07 
13：19 
14：09 
15：54 
17：02 

 

総合
公園

9：47 
11：02 
12：20 
13：34 
14：04 
16：00 
17：12 

 

9：50 
11：05 
12：23 
13：37 
14：07 
16：03 
17：15 

 

9：53 
11：08 
12：26 
13：40 
14：10 
16：06 
17：18 

 

10：03 
11：18 
12：36 
13：50 
14：20 
16：16 
17：28 

 

9：00 
9：48 
11：32 
12：44 
13：34 
15：16 
16：24 

 

9：17 
10：05 
11：49 
13：01 
13：51 
15：33 
16：41 

 

北鉄
金沢 内談駅→

→
→
→
→
→
→
→

10：12 
11：32 
12：44 
14：04 
14：28 
16：00 
17：26 

 

10：29 
11：49 
13：01 
14：21 
14：42 
16：18 
17：44 

 

北鉄
金沢

内談駅 北鉄
金沢

→

→
→
→
→
→
→
→

10：12 
11：32 
12：44 
14：04 
14：28 
16：24 
17：36 

 

10：29 
11：49 
13：01 
14：21 
14：42 
16：41 
17：53 

 

→

→
→
→
→
→
→
→

（月～金） 

（土曜日・日祝日） 

問い合わせは… 北鉄金沢中央バス株式会社 TEL 239－3535

9月1日（月）

【
内
談
駅

白
帆
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

時
刻
表
】

白帆台ニュータウンまで
1日7往復運行開始

8
月
8
日
（
金
）
暴
走
族
根

絶
運
動
推
進
パ
ト
ロ
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
暴
走
族
根

絶
運
動
推
進
会
議
を
は
じ
め

防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
、暴

力
追
放
連
絡
協
議
会
、津
幡
警

察
署
の
方
々
が
参
加
し
、
内
談

町
役
場
で
の
出
発
式
の
あ
と

町
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
き

ま
し
た
。

期
間

9
月
21
日（
日
）〜
9
月
30
日（
火
）

運
動
の
重
点

◆
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

特
に
薄
暮
時
に
お
け
る
歩
行
中
の
事
故
防
止

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

◆
薄
暮
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
の
推
進

〜
素
敵
で
す

お
先
に
ど
う
ぞ
の

そ
の
笑
顔
〜

暴
走
族
根
絶
運
動

推
進
パ
ト
ロ
ー
ル

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

役場での出発式の様子
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図
書
館

情
報

◎
土
曜
お
話
し
会

毎
月
第
二
土
曜
日
に
お
話
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

9
月
は
13
日
（
土
）
で
す
。

時
間

午
前
10
時
30
分
〜

場
所

内
談
町
文
化
会
館

一
階

和
室

お
話
の
会
「
が
ら
が
ら
ど
ん
」
の
皆
さ
ん
が

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま
す
。

◎
図
書
館
ふ
れ
あ
い
講
座

「
車
椅
子
の
司
書
―
―
河
原
正
実
さ
ん
を
囲
ん
で
」

日
時

10
月
18
日
（
土
）
午
後
2
時
〜
4
時

場
所

内
談
町
文
化
会
館

2
階

集
会
展
示
室

参
加
費

無
料

＊
河
原
正
実
（
か
わ
は
ら
ま
さ
み
）
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

福
井
県
生
ま
れ
。
4
歳
の
時
、
小
児
リ
ウ
マ
チ
に
か
か
り
、
以
後
車
椅
子
生
活
。

全
国
で
初
の
「
車
椅
子
の
図
書
館
司
書
」
と
な
る
。
著
書
に
「
が
ん
ば
れ

ベ
ト
ち
ゃ

ん
・
ド
ク
ち
ゃ
ん
」「
車
い
す
司
書
ハ
ー
ト
貸
し
出
し
ま
す
」
な
ど
が
あ
る
。

当
日
は
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
も
設
け
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ま

の
ご
参
加
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

頬生
れ
て
何
も
知
ら
ぬ
　
吾
子
の
頬
に 

母
よ
　
絶
望
の
涙
を
お
と
す
な 

 

そ
の
頬
は
赤
く
小
さ
く 

今
は
た
だ
一
つ
の 

は
た
ん
き
や
う
に
す
ぎ
な
く
と
も 

い
つ
人
類
の
た
め
の
戦
ひ
に 

燃
え
て
輝
か
な
い
と 

い
ふ
こ
と
が
あ
ら
う 

 

生
れ
て
何
も
知
ら
ぬ
　
吾
子
の
頬
に 

母
よ
　
悲
し
み
の
涙
を
お
と
す
な 

 

ね
む
り
の
中
に 

静
か
な
る
ま
つ
げ
の
か
げ
を
お
と
し
て 

今
は
た
だ 

白
絹
の
や
う
に
や
は
ら
か
く
と
も 

い
つ
正
義
の
た
め
の
た
た
か
ひ
に 

決
然
と
ゆ
が
ま
な
い
と 

い
ふ
こ
と
が
あ
ら
う 

 

た
だ
　
自
ら
の
よ
わ
さ
と 

い
く
じ
の
な
さ
の
た
め
に 

生
ま
れ
て
何
も
知
ら
ぬ
わ
が
子
の
頬
に 

母
よ
　
絶
望
の
涙
を
お
と
す
な 

〔
「
海
の
オ
ル
ゴ
ー
ル 

　
　
子
に
さ
さ
げ
る
愛
と
詩
」 

　
　
竹
内
て
る
よ
著
、家
の
光
協
会
刊
〕 

図
書
館
情
報

●
『
お
し
ゃ
れ
障
害
』岡

村

理
栄
子

編
著

茶
髪
、
パ
ー
マ
、
ピ
ア
ス
、
化
粧
品
、
タ
ト
ゥ
ー
、

マ
ニ
キ
ュ
ア
、
プ
チ
整
形
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
…
。

「
お
し
ゃ
れ
に
よ
る
障
害
」を
個
々
に
取
り
上
げ
、
そ

の
対
処
と
指
導
方
法
を
述
べ
る
。
多
く
の
写
真
を
掲

載
し
、「
誤
っ
た
お
し
ゃ
れ
」に
警
告
す
る
。

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本

●●『
紙
の
ピ
ア
ノ
の
物
語
』

フ
ジ
子
・
ヘ
ミ
ン
グ

画

松
永

順
平

原
作

本
物
の
ピ
ア
ノ
が
買
え
な
く
て
、
母
の
手
作
り

の
紙
の
ピ
ア
ノ
で
練
習
し
て
き
た
少
女
。
一
粒
の

涙
が
奇
跡
を
起
こ
し
た
…
。
ど
こ
か
懐
か
し
い
時

代
の
奇
跡
を
描
い
た
物
語
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
フ
ジ

子
・
ヘ
ミ
ン
グ
初
め
て
の
絵
本
。

●●『
レ
モ
ン
・
イ
ン
セ
ス
ト
』

小
池

真
理
子

著

24
年
前
に
連
れ
去
ら
れ
た
弟
が
見
つ
か
っ
た
と

聞
か
さ
れ
た
澪
は
彼
に
会
う
が
…
。
最
も
純
粋
で
、

最
も
不
安
な
愛
の
か
た
ち
。
人
を
愛
す
る
こ
と
が

こ
ん
な
に
も
切
な
い
、
究
極
の
物
語
。『C

LA
S
S
Y
.

』

連
載
に
加
筆
修
正
。〈
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
〉

0 . 総 　 　 記  

1 . 哲 　 　 学  

2 . 歴 　 　 史  

3 . 社 会 科 学  

4 . 自 然 科 学  

5 . 技 　 　 術  

6 . 産 　 　 業  

7 . 芸 　 　 術  

8 . 言 　 　 語  

9 . 文 　 　 学  

T . 郷 土 資 料  

井 上 靖 文 庫  

大 活 字 本  

絵 本  

紙 芝 居  

中 学 生 文庫  

雑 誌  

カセットテープ 

ビデオカセット 

計 

3,365 

2,512 

5,400 

7,578 

3,718 

3,927 

1,470 

5,364 

963 

26,722 

4,462 

508 

446 

 

 

 

（50） 

343 

939 

67,717 

 

502 

107 

1,089 

861 

2,425 

599 

260 

924 

172 

11,984 

 

 

 

8,466 

576 

1,162 

（7） 

 

 

29,127 

 

3,867 

2,619 

6,489 

8,439 

6,143 

4,526 

1,730 

6,288 

1,135 

38,706 

4,462 

508 

446 

8,466 

576 

1,162 

（57） 

343 

939 

96,844

3.9 

2.7 

6.7 

8.7 

6.3 

4.7 

1.8 

6.5 

1.2 

40.0 

4.6 

0.5 

0.5 

8.7 

0.6 

1.2 

－ 

0.4 

1.0 

100.0

2,176 

3,005 

7,280 

8,143 

4,286 

10,573 

2,918 

8,897 

1,056 

41,119 

1,259 

71 

619 

 

 

 

8,516 

807 

4,068 

104,793

274 

70 

948 

839 

2,680 

813 

469 

2,027 

239 

12,602 

 

 

 

22,221 

2,914 

420 

1,394 

 

 

47,910

2,450 

3,075 

8,228 

8,982 

6,966 

11,386 

3,387 

10,924 

1,295 

53,721 

1,259 

71 

619 

22,221 

2,914 

420 

9,910 

807 

4,068 

152,703

0.6 

1.2 

1.3 

1.1 

1.1 

2.5 

2.0 

1.7 

1.1 

1.4 

0.3 

0.1 

1.4 

2.6 

5.1 

0.4 

－ 

2.4 

4.3 

1.6

分　　類 
 

蔵　　書　　数 貸　出　冊　数 
一　般 児　童 計 比率（％） 一　般 児　童 計 

蔵　書 
回転率 
 

・蔵書回転率＝貸出冊数÷蔵書数　・雑誌の（　）は種類数 

貸 出 報 告 ！ ◎平成14年度の分類別蔵書数と貸出冊数 
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消

防
だ
よ

り

火災・救急・救助は

119番

火災等情報案内

286－1999

救
急
業
務
に
対
し
、
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
9
月

9
日
を「
救
急
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
時
は
、
発
生
場
所
、
怪
我
人
や
急
病
人
が
ど
の
よ
う

な
状
態
か
を
落
ち
着
い
て
119
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
ま
わ
り
で

応
急
手
当
の
必
要
な
方
が
発
生
し
た
時
は
、
勇
気
を
も
っ
て
い
つ
で
も

手
当
が
で
き
る
よ
う
進
ん
で
普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

尚
、
平
成
15
年
上
半
期
（
1
月
〜
6
月
）
の
火
災
・
救
急
・
救
助
の
出

動
状
況
・
火
災
件
数
は
五
件
で
前
年
と
比
べ
三
件
の
増
加
と
な
り
、
救

急
件
数
は
、
二
百
九
十
三
件
で
、
四
十
五
件
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
救
助
件
数
は
、
三
件
で
二
件
の
減
少
で
あ
り
ま
し
た
。

「
ひ
ろ
が
れ
救
急
の
輪

差
し
出
そ
う
勇
気
の
手
」

＊
普
通
救
命
講
習
に
つ
い
て
は
、

お
気
軽
に
内
談
町
消
防
本
部
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号

2
8
6
―

3
3
0
1

大
根
布
第
三
町
内
会
と
大
学
町

会
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
十
九
名

は
、
8
月
8
日
（
金
）
内
談
町
消
防

本
部
に
お
い
て
、
防
火
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

防
火
ビ
デ
オ
の
鑑
賞
後
、
119
番

の
通
報
訓
練
や
消
火
器
の
取
扱
い

訓
練
な
ど
を
行
い
、
初
め
て
の
消

火
訓
練
に
緊
張
し
て
い
た
ク
ラ
ブ

員
で
し
た
が
、
防
火
・
防
災
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
火
災
予
防
の
大

切
さ
を
学
ぶ
た
め
、
最
後
ま
で
真

剣
な
表
情
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

研
修
後
は
、
内
談
町
サ
イ
ク
リ

ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ク
ラ
ブ
員
同

士
の
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
台
風
の
接
近
や
上
陸

に
よ
り
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
既

に
台
風
十
号
が
日
本
列
島
を
縦
断

し
、
雨
や
風
に
よ
り
、
多
く
の
犠

牲
者
と
大
き
な
被
害
を
各
地
に
も

た
ら
し
ま
し
た
。

台
風
の
被
害
を
最
小
限
に
お
さ

え
る
た
め
に
は
、
日
頃
の
心
構
え

と
、
台
風
へ
の
備
え
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
台
風

の
恐
ろ
し
さ
を
十
分
理
解
し
て
行

動
し
、
万
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

1
２
８
６
―
１
９
３
０

FAX
２
８
６
―
１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

こ
ん
な
に
楽た

の

し
い
子こ

ど
も
の
本ほ

ん

ま
と
り
ょ
ー
し
か

奈
良

な

ら

の
寺て

ら

奈
良

な

ら

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

研
究
所

け
ん
き
ゅ
う
し
ょ

ま
た
た
び

さ
く
ら
も
も
こ

ネ
オ
コ
ン
の
標
的

ひ
ょ
う
て
き

宮
崎

み
や
ざ
き

正
弘

ま
さ
ひ
ろ

日
本
昔
話
百
選

に
ほ
ん
む
か
し
ば
な
し
ひ
ゃ
く
せ
ん

稲い
な

田だ

浩こ
う

二じ

謎な
ぞ

と
き
昆
虫

こ
ん
ち
ゅ
う

ノ
ー
ト

矢や

島じ
ま

稔
み
の
る

電で
ん

波ぱ

と
は
な
に
か

後ご

藤と
う

尚
久

な
お
ひ
さ

1
秒

び
ょ
う

の
世せ

界か
い

山
本

や
ま
も
と

良
一

り
ょ
う
い
ち

育そ
だ

て
て
み
た
い
鉢
花

は
ち
ば
な

500
種し

ゅ長
岡

な
が
お
か

求
も
と
む

口く

伝で
ん

我わ

が
人
生

じ
ん
せ
い

の
辞じ

石
原

い
し
は
ら

裕
次
郎

ゆ
う
じ
ろ
う

短み
じ
か
く
て
説
得
力

せ
っ
と
く
り
ょ
く

の
あ
る
文
章

ぶ
ん
し
ょ
う

の

書か

き
方か

た

中な
か

谷や

彰
宏

あ
き
ひ
ろ

ひ
と
り
が
、
い
ち
ば
ん
！橋

は
し

田だ

寿
賀
子

す

が

こ

玉た
ま

手て

箱ば
こ

松
永

ま
つ
な
が

伍ご

一い
ち

日に

本
人

ほ
ん
じ
ん

へ
の
遺
言

ゆ
い
ご
ん

草
柳

く
さ
や
な
ぎ

大
蔵

だ
い
ぞ
う

冬ふ
ゆ

の
ソ
ナ
タ
上
・
下

キ
ム

ウ
ニ

グ
ロ
テ
ス
ク

桐き
り

野の

夏な
つ

生お

い
つ
の
日ひ

か
旅た

び

に
出で

よ
う内

う
ち

田だ

春
菊

し
ゅ
ん
ぎ
く

天て
ん

使し

の
爪つ

め

上
・
下

大
沢

お
お
さ
わ

在
昌

あ
り
ま
さ

恋こ
い

ほ
お
ず
き

諸も
ろ

田だ

玲れ
い

子こ

9
月
9
日
は
救
急
の
日

台
風
の
備
え
は
万
全
で
す
か

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
研
修
実
施

1
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
の
情
報

を
よ
く
聞
き
ま
し
ょ
う
。

2
停
電
時
に
備
え
て
懐
中
電
灯

や
ラ
ジ
オ
を
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

3
飲
料
水
・
非
常
食
を
確
保
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

4
屋
根
、
窓
ガ
ラ
ス
、
外
壁
、

家
の
周
り
の
点
検
及
び
整
備

を
し
ま
し
ょ
う
。

5
貴
重
品
な
ど
の
非
常
持
ち
出

し
品
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
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入

札

情

報

1 7月29日 霊園枯木伐採・運搬処理委託業務 氷見山産業 1,701,000
2 7月29日 大根布第3町内集会場増築工事 ㈲根布長建設 4,368,000
3 7月29日 水環境水質保全調査委託業務 ㈱利水社 1,785,000
4 8月20日 大学第3公園看板設置工事 スタンドアドサービス㈱ 2,415,000
5 8月20日 総合公園海賊船塗装工事 ㈱カネミツ 2,625,000
6 8月20日 北部土地区画道路照明工事（内談砂丘中央線・北部東西線） ㈲光伸電機 3,675,000

17 7月29日 千鳥台地区石綿セメント管更新工事（3工区） 七田工業㈱ 7,938,000 8,104,950
18 7月29日 千鳥台地区石綿セメント管更新工事（4工区） マツシタ工業㈱ 8,400,000 8,690,850
19 7月29日 内談北部地区土地区画整理事業に伴う上水道管布設工事（21工区） ㈱山森工業 14,647,500 14,837,550
10 7月29日 内談北部地区土地区画整理事業に伴う上水道管布設工事（22工区） 紙丸設備 11,529,000 11,842,950
11 7月29日 北部土地区画区画道路舗装復旧工事（C街区） 協和道路㈱ 9,975,000 10,249,050
12 7月29日 北部土地区画G1号路線道路築造工事 ㈲中村工業 6.195,000 8,523,900
13 7月29日 北部土地区画G3,5号路線道路築造工事 三洋建設㈱ 14,070,000 14,253,750
14 7月29曰 北部土地区画コミュニティ6号路線道路築造工事 鈴木建設㈱ 18,217,500 18,586,050
15 7月29日 北部土地区画G7号路線道路築造工事 松川建設 13,650,000 13,924,050
16 7月29日 北部土地区画幹線4号路線道路築造工事（1工区） 毎田建設㈱ 24,150,000 24,439,800
17 7月29日 北部土地区画G街区汚水管きょ築造工事（1工区） 中居建設㈱ 12,180,000 12,394,200
18 7月29日 北部土地区画G街区汚水管きょ築造工事（2工区） 浅田建設㈱ 14,700,000 14,866,950
19 7月29日 西荒屋小学校屋上防水改修工事 ㈱ナンエイプロテック 12,232,500 12,450,900
20 8月20日 北部土地区画テレビ照明管路工事（C街区） ㈲メイリョウ商事 5,418,OO0 5,646,900
21 8月20日 北部土地区画テレビ機器設備工事（A・D街区） 立野電気工事㈱ 14,070,OOO 14,567,700
22 8月20日 北部土地区画防犯灯設置工事（A・D街区） ㈱柿本商会 10,185,OOO 10,635,450

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者
平成15年度入札契約一覧（100万円以上）

契約金額（税込み）

内談町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を昨年度から試行しています。
試行の対象は予定価格500万円以上の建設工事です。

（予定価格試行対象工事）

（単位：円）

内
談
町
総
合
公
園
に
設
置
し
て
あ
る
海

賊
船
遊
具
は
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く

の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
永
年

の
風
雨
に
よ
り
塗
装
が
色
あ
せ
て
き
ま
し

た
の
で
、
今
回
塗
装
工
事
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
期
間
中
、
海
賊

船
遊
具
は
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

海
賊
船
が
利
用
で
き
な
い
期
間
▼

平
成
15
年
9
月
10
日
〜

平
成
15
年
10
月
中
旬
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
▼

内
談
町
都
市
計
画
課

1
2
6
8
―

6
7
1
2



谷本知事にひまわりの花束を渡す宮坂保育所の園児

〜
ひ
ま
わ
り
い
っ
ぱ
い

胸
い
っ
ぱ
い
〜

7
月
31
日
（
木
）
河
北
潟
干
拓
地
内
に
あ
る

「
ひ
ま
わ
り
村
」の
開
村
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
照
不

足
の
た
め
、
例
年
よ
り
背
丈
は
低
い
も
の
の
、
敷
地
一

面
に
植
え
ら
れ
た
ひ
ま
わ
り
の
花
は
や
は
り
壮
観
で
し

た
。内

談
町
か
ら
は
宮
坂
・
北
部
の
二
つ
の
保
育
所
が
参

加
し
た
ほ
か
、
金
沢
、
宇
ノ
気
、
津
幡
の
保
育
所
、
幼

稚
園
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
今
年
も
ひ
ま
わ

り
で
作
ら
れ
た
巨
大
な
迷
路
が
開
か
れ
、
夏
休
み
に
は

親
子
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

珠
洲
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
日
本
ア
グ
ー
ナ
リ
ー

（
国
際
障
害
ス
カ
ウ
ト
キ
ャ
ン
プ
大
会
）
に
ご
臨
席
の
た

め
、
皇
太
子
殿
下
が
石
川
県
を
ご
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

8
月
4
日
（
月
）、
能
登
で
の
視
察
を
終
え
ら
れ
た
殿

下
は
新
県
庁
へ
向
か
わ
れ
る
際
に
内
談
町
諸
江
向
粟
崎

線
を
お
通
り
に
な
り
ま
し
た
。
沿
道
に
は
殿
下
の
お

姿
を
一
目
見
よ
う
と
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
多
く
の
町
民
が
訪
れ
、
盛
大
に
お

送
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

暑
い
中
、
長
時
間
に
わ
た
り
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2003.9.5.（13）

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

本
ア
グ
ー
ナ
リ
ー

皇
太
子
殿
下
来
県

日7
月
31
日
（
木
）
8
月
1
日
（
金
）、
合

掌
作
り
で
有
名
な
岐
阜
県
は
白
川
村
の
子
ど
も

た
ち
と
、
内
談
町
の
室
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
研

修
を
行
い
、
1
日
目
に
は
権
現
森
海
水
浴
場
で
の
海

水
浴
や
、
地
引
き
網
体
験
、
2
日
目
に
は
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
10
年
前
、
た

ま
た
ま
白
川
村
を
通
っ
た
室
の
方
が
、
室
と
祭
り
の

形
態
が
似
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
縁
か
ら
始

ま
っ
た
室
と
白
川
村
の
交
流
。
こ
の
他
に
も
こ
れ
ま

で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
偶

然
か
ら
始
ま
っ
た
と
も
い
え
る
こ
の
交
流
、
考
え
て

み
る
と
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
。

川
の
子
ど
も
た
ち
、

海
に
感
動
！

白

内
談
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

1
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
談
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７

平
成
15
年
度
内
談
町
国
民
健
康
保
険
優
良
被
保
険
者

表
彰
式
が
7
月
31
日
（
木
）
に
内
談
町
役
場
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
の
健
康
保
持
と
保
健
事
業
の
普
及
促
進
を
図
る
目
的

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
国
保
加
入
世
帯
3，
7

5
5
世
帯
の
中
か
ら
72
世
帯
、

71
歳
以
上
の
老
人
保
健
対
象

者
1，
6
9
3
人
の
中
か
ら

42
人
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

民
健
康
保
険

優
良
被
保
険
者
表
彰

国

ま
わ
り
村
の

開
村
式

ひ
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暮
ら
し
の
情
報

痴
呆
予
防

「
陽
だ
ま
り
教
室
」の
ご
案
内

「
痴
呆
予
防
」
を
テ
ー
マ
に
教

室
を
開
催
し
ま
す
。「
歳
の

せ
い
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」

「
自
分
が
痴
呆
に
な
る
わ
け

が
な
い
」
と
言
い
た
い
人
は

多
い
は
ず
。
で
も
、
痴
呆
の

原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
長
い

間
の
生
活
習
慣
や
暮
ら
し

方
、
生
き
る
姿
勢
に
根
ざ
し

て
い
ま
す
。
自
分
や
家
族
に

と
っ
て
無
縁
と
は
い
え
な
い

痴
呆
の
こ
と
を
正
し
く
理
解

し
、
あ
な
た
の
暮
ら
し
方
を

点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
50

歳
以
上
の
方
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

指
先
運
動
用
具
プ
レ
ゼ
ン

ト
！

問
い
合
わ
せ
先
▼

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー1

2
8
6
―

9
9
1
2

『
歌
謡
舞
踊
』受
講
生
募
集

楽
し
く
踊
っ
て
健
康
維
持
！

お
馴
染
み
の
曲
に
合
わ
せ
て
振
り
付
け
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
忘
年
会
に
一
役
！

日
程
▼
10
月
1
日
（水）
よ
り
毎
週
水
曜
日
、
全

10
回
コ
ー
ス

10
月
1
日
・
10
月
8
日
・
10
月
15
日
・
10
月

22
日
・
10
月
29
日
・
11
月
5
日
・
11
月
12
日
・

11
月
19
日
・
11
月
26
日
・
12
月
3
日

時
間
▼
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

場
所
▼
働
く
婦
人
の
家

軽
運
動
室

定
員
▼
20
名

対
象
▼
町
内
在
住
の
方
（
た
だ
し
学
生
は
除
く
）

受
講
料
▼
3，
0
0
0
円

講
師
▼
舞
踊

孝
藤
流

孝
藤
ま
り
こ
社
中

師
範

孝
藤
ま
り
佳

氏

服
装
・
持
ち
物
▼
動
き
や
す
い
服
装
・
足
袋

（
す
り
足
を
す
る
た
め
）

応
募
方
法
▼
電
話
ま
た
はFAX

に
て
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
電
話
番
号
を
働
く
婦
人

の
家
へ
（
月
〜
金

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

応
募
締
切
▼
9
月
26
日
（金）

役 場 代 表 286－1111

町 民 部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建 設 課286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総 務 部
総 務 課286－6720
町史編さん室 286－6705
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税 務 課286－6706

企 業 局
水 道 課286－1115
新エネルギー開発対策室286－1115
下 水 道 課286－6718

出 納 室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図 書 館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働 く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
蹟公共施設等管理公社286－1800
社会福祉協議会 286－6953

お問い合わせは
こちらまで

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

9
月
は
介
護
保
険
料
の
納
期
で
す

普
通
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
と
な
ら
な
い

方
）
の
平
成
15
年
度
第
2
期
分
の
納
期
限
は
、

9
月
30
日
（火）
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

○
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
・
納
付
書
に
よ
る
金

融
機
関
へ
の
納
付
）

平
成
14
年
度
中
に
65
歳
に
到
達
し
、
第
1
号

被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
平
成

15
年
9
月
ま
で
は
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別

徴
収
）
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
平
成
15
年
度
第

1
期
（
7
月
）・
第
2
期
（
9
月
）
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
普
通
徴
収
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
中
に
65
歳
に
到
達
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
9
月
ま
で
は
普
通

徴
収
と
な
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
（
普
通
徴
収
の
納
期
）

○
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

平
成
14
年
度
中
に
65
歳
に
到
達
し
、
第
1

号
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、

原
則
、
平
成
15
年
10
月
か
ら
の
納
付
方
法
が
、

普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
に
変
更
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
介
護
保
険
室

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
に

つ
い
て
―
今
年
度
か
ら
郵
送
に
な
り
ま
す
―

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
が
9
月
30
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

ま
で
は
、
各
地
区
公
民
館
で
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
被
保

険
者
証
を
配
達
記
録
郵
便
に
て
郵
送
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
日
中
お
留
守
の
場
合
は
、
郵

便
局
（
1
週
間
程
度
保
管
）
若
し
く
は
役
場
保

険
年
金
課
で
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
協
力
願
い
ま
す
。
役
場
で
更
新
手
続
き

を
す
る
場
合
は
、
旧
の
被
保
険
者
証
と
印
鑑

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

場 所

向陽台公民館

アカシア公民館

痴呆を知ろう！！

9月12日（金）

11月12日（水）

レクリエーション

9月19日（金）

11月19日（水）

時 間

午前11時～12時

午前11時～12時

第
1
期

7
月
10
日
〜
7
月
31
日

第
2
期

9
月
1
日
〜
9
月
30
日

第
3
期

11
月
1
日
〜
12
月
1
日

第
4
期

1
月
1
日
〜
2
月
2
日

第
5
期

3
月
1
日
〜
3
月
31
日
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し
た
こ
と
も
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

関
係
各
位
の
多
大
な
る
ご
協
力
に
よ
り
昨

年
を
上
回
る
結
果
を
得
ま
し
た
こ
と
を
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
日
本
赤

十
字
社
の
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

バ
ザ
ー
収
益
金

3
7
8，
9
8
0
円

募
金

3
7
9，
0
2
2
円

合
計

3
8
8，
0
0
2
円

日
本
赤
十
字
社
石
川
県
支
部

能
登
地
区
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

実
行
委
員
会
委
員
長

西
田
恭
子

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
談
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月（
1
日
生

ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）か
ら
か
か
っ
た
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼

昭
和
13
年
10
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

注：

65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
障
害
手
帳
1
級
・
2

級
・
3
級
及
び
療
育
Ａ
の
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
9
月
25
日
（木）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳（
受
給

者
本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険（
社
会
保

険
・
共
済
等
）に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

※
該
当
者
の
方
に
は
、
後
日
ハ
ガ
キ
で
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

国
保
健
康
相
談
事
業
の
開
催

内
談
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
毎
週
2
回

内
談
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
広
間
（
ほ
の
ぼ
の
湯

入
り
口
側
）
へ
保
健
師
を
派
遣
し
、
高
齢
者
の

健
康
状
態
の
確
認
及
び
健
康
不
安
等
に
つ
い

て
の
相
談
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
お
受
け
出
来
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
下
き
い
。

な
お
、
9
月
の
実
施
日
は
、
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

5
日
（金）
・
8
日
（月）
・
11
日
（木）
・
17
日
（水）
・

19
日
（金）
・
25
日
（木）
・
30
日
（火）

時
間
▼
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

8
日
（月）
は
、
栄
養
士
も
常
駐
し
、
栄
養
指

導
も
行
い
ま
す
。

＊
健
康
相
談
日
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
広
間

入
り
口
の
掲
示
板
に
次
回
の
実
施
日
を
記
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社
石
川
県
支
部

能
登
地
区
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

7
月
26
日
（土）
内
談
町
民
夏
ま
つ
り
会
場
に

お
い
て
開
催
し
た
「
世
界
の
子
供
を
救
お
う
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に
暖
か
い
品
々
を
ご

提
供
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

能
登
地
区
十
一
市
町
村
か
ら
の
提
供
品
を

十
一
市
町
村
奉
仕
団
員
八
十
八
名
が
誠
心
誠

意
、
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
は
1，
2
0
0

名
と
な
り
、
暖
か
い
お
心
を
頂
戴
い
た
し
ま

戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
の

皆
さ
ま
へ

―
特
別
給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま
す
―

○
特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え
た
戦
没

者
等
の
妻
及
び
父
母
等
に
改
め
て
特
別
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
第
十
七
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債
を
受

け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
に
、
額
面
200
万

円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
第
十
九
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債
を
受

け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父
母
等
に
、
額
面
100

万
円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
請
求
期
限
は
、
平
成
18
年
3
月
31
日
ま
で

で
す
。

○
請
求
手
続
及
び
内
容
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
民
生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

津
幡
警
察
署
新
庁
舎
完
成

新
庁
舎
業
務
開
始
日
▼

10
月
6
日
（月）

午
前
9
時
か
ら

新
庁
舎
内
見
会
▼

1
10
月
2
日
（木）
午
後
1
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で

2
10
月
3
日
（金）
午
前
10
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で

※
内
見
会
に
は
ど
な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

（
係
員
が
説
明
を
致
し
ま
す
）

固
定
資
産
税
家
屋
評
価

ご
協
力
の
お
願
い

平
成
15
年
中
に
新
築
又
は
増
築
さ
れ
た
家

屋
の
評
価
額
決
定
の
た
め
、
実
地
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
調
査
日
時
等
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
や

む
を
得
ず
、
直
接
調
査
に
お
伺
い
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
調
査
は
次
の
と
お
り
実
施
し
て

い
ま
す
。

・
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

・
所
要
時
間

30
分
〜
1
時
間
程
度

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課

無
料
調
停
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

金
沢
地
方
裁
判
所
及
び
金
沢
家
庭
裁
判
所
で

は
、
毎
年
10
月
1
日
の
「
法
の
日
」
に
因
ん
で
、

検
察
庁
及
び
弁
護
士
会
と
共
催
で
無
料
調
停
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
な
お
、
開
設
日
は
1
日

の
み
で
す
。

開
設
日
▼
10
月
1
日
（水）

午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

場
所
▼
内
談
町
文
化
会
館

相
談
担
当
者
▼

弁
護
士
・
調
停
委
員
及
び
裁
判
所
書
記
官

※

相
談
内
容
の
秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
。



最近、全国的に、本人の知らない間に

戸籍、住民票の悪用を目的とした虚偽（う

そ・いつわり）の届出を行うという事件

が相次ぎ、社会問題となっています。

町では、虚偽の届出を防止するため、

届出書等をお持ちになった方について

平成15年10月1日から

本人確認を行います。

●本人確認の方法

来庁された方について身分証明書等の提示をい

ただきます

●対象となる届出

【戸籍の届出】

婚姻届 協議離婚届 養子縁組届 協議離縁届

【住民票の届出】

転入届 転出届 転居届

※証明書等をお持ちでない方も届出はできますが、

後日文章でのお知らせをさせていただくことが

あります。

町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

【お問い合わせ】

町民部町民生活課 電話 286-6701
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野
田
淳
子
コ
ン
サ
ー
ト

☆
す
べ
て
の
人
の
心
に
花
を
☆

期
日
▼
10
月
4
日
（土）

時
間
▼
開
場
…
午
後
6
時
30
分

開
演
…
午
後
7
時

会
場
▼
内
談
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

参
加
費
▼

大
人

1，
8
0
0
円
（
当
日
2，
0
0
0
円
）

小
中
高

1，
0
0
0
円

主
催
▼
野
田
淳
子
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

後
援
▼
内
談
町
教
育
委
員
会
、
豊
か
な
心
を

育
む
内
談
町
民
会
議

北
陸
中
日
新
聞
、
石
川
テ
レ
ビ

問
い
合
わ
せ
先
▼

塩
谷

TEL

・FA
X

2
8
9
―

3
5
3
3

原
田

TEL

・FA
X

2
8
9
―

5
1
4
8

平
成
15
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

10
月
1
日
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
の
未
来
の
暮
ら
し

の
た
め
の
大
切
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
豊

か
で
、
安
心
で
き
る
住
環
境
を
目
指
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
住
生
活
関
連
施
策
に
役
立
つ
調
査
で
す
。

調
査
票
配
付
期
間
▼
9
月
23
日
〜
9
月
30
日

調
査
票
回
収
期
間
▼
10
月
1
日
〜
10
月
7
日

調
査
を
お
願
い
す
る
お
宅
に
は
、
調
査
員
が

調
査
票
の
配
付
・
回
収
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
企
画
調
整
課

法
人
土
地
基
本
調
査
・

法
人
建
物
調
査
に
ご
協
力
を

本
年
9
月
〜
10
月
に
、
全
国
の
約
49
万
法
人

を
対
象
と
し
て
「
法
人
土
地
基
本
調
査
及
び
法

人
建
物
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
法
人
の
土
地
や
建
物

の
所
有
状
況
、利
用
状
況
を
調
査
す
る
も
の
で
、

そ
の
結
果
は
統
計
資
料
と
し
て
公
表
さ
れ
、
土

地
に
関
す
る
諸
施
策
の
企
画
・
立
案
に
際
し
て

基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
他
、
学
術
・
研

究
機
関
、企
業
等
で
も
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
対
象
法
人
の
皆
様
に
は
、
9
月
中
・
下

旬
に
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
所
定
の

事
項
に
ご
回
答
の
上
、
10
月
31
日
ま
で
に
返

送
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
県
企
画
開
発
部
企
画
課
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龍
青
（
松
任
市
）

手
取
亢
龍
太
鼓
（
川
北
町
）

九
谷
太
鼓
（
寺
井
町
）

鼓
魂
（
小
松
市
）

御
陣
乗
太
鼓
（
輪
島
市
）

彌
榮
太
鼓
（
能
都
町
）

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
談
町
和
太
鼓
協
会

幸
田
宅

1
2
8
6
―

4
1
4
3

行
政
書
士
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

相
続
、
遺
言
、
契
約
、
会
社
設
立
、
各
種
許
認

可
申
請
の
手
続
等
様
々
な
相
談
に
つ
い
て
お

答
え
し
ま
す
。

電
話
に
よ
る
無
料
相
談
会「
行
政
書
士
110
番
」

10
月
3
日
（金）
、
4
日
（土）
、
5
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時1

2
6
8
―

9
1
1
0

面
談
に
よ
る
無
料
相
談
会

1
ジ
ャ
ス
コ
杜
の
里
店

10
月
4
日
（土）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

2
平
和
堂
ア
ル
プ
ラ
ザ
金
沢

10
月
5
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

問
い
合
わ
せ
先
▼
石
川
県
行
政
書
士
会

1
2
6
8
―

9
5
5
5

行
列
が
で
き
る
無
料
相
談
会

法
律
事
務
系
9
士
業
団
体
の
専
門
家
が
知

恵
を
集
め
て
皆
様
の
問
題
解
決
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

日
時
▼
10
月
10
日
（金）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所
▼

石
川
県
金
沢
市
香
林
坊
1
丁
目
1
番
1
号

香
林
坊
大
和

8
階
特
設
会
場

問
い
合
わ
せ
先
▼

幹
事
会

金
沢
弁
護
士
会

1
2
2
1
―

0
2
4
2

第
14
回

石
川
の
太
鼓

日
時
▼
9
月
21
日
（日）

開
演

午
後
1
時
（
開
場

正
午
）

会
場
▼
内
談
町
文
化
会
館

入
場
料
▼
前
売
券

2，
0
0
0
円
／
大
人

中
学
生
以
下
は
整
理
券
が
必
要
・
全
席
自
由

当
日
券

2，
5
0
0
円
／
大
人

取
扱
所
▼

太
鼓
連
盟
会
員
宅
・
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
・
（株）
浅

野
太
鼓
楽
器
店
・
北
國
新
聞
社
事
業
部

石
川
県
会
員
出
演
者
▼

大
根
布
小
濱
太
鼓
（
内
談
町
）

大
場
潟
乃
太
鼓
（
金
沢
市
）

大
場
潟
乃
若
鮒
会
（
金
沢
市
）

真
如
太
鼓
（
金
沢
市
）

藍
（
野
々
市
町
）

翔
（
か
け
る
）（
鶴
来
町
）

皆様方がご自分の費用負担でつくり維持管理を
していただきます。

町が施工、維持管理をします。

最
近
、下
水
道
を
使
用
し
て

い
る
お
宅
を
訪
問
し
、「
役
場

の
方
か
ら
…
」な
ど
と
言
っ
て
、

宅
内
排
水
設
備
の
点
検
・
清
掃

等
を
強
引
に
迫
る
業
者
が
町

内
を
回
っ
て
い
る
と
い
う
問

合
せ
が
町
下
水
道
課
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。町
で
は
各
家

庭
が
管
理
す
る
宅
内
排
水
設

備
の
清
掃
・
点
検
を
業
者
に
お

願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、ご
注
意
下
さ
い
。

宅
内
排
水
設
備
の
点
検
・
清

掃
等
で
特
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
、台
所
か
ら

の
排
水
を
受
け
る
ト
ラ
ッ
プ

桝
で
す
。台
所
排
水
の
油
分
が

固
着
し
、宅
内
配
管
が
詰
ま
ら

な
い
よ
う
に
、こ
の
ト
ラ
ッ
プ

桝
で
貯
留
し
ま
す
。ご
自
宅
の

方
で
は
定
期
的（
2
、3
ヶ
月
毎
）

に
ト
ラ
ッ
プ
桝
の
油
分
等
を

ヒ
シ
ャ
ク
で
取
り
除
く
清
掃

を
し
た
方
が
い
つ
ま
で
も
管

内
の
汚
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
流

れ
ま
す
。

尚
、下
水
道
に
は
、合
流
式

と
分
流
式
が
あ
り
、内
談
町
で

は
分
流
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
台
所
、風
呂
、洗
濯
水
、し
尿

な
ど
の
汚
水
は
下
水
道
管
へ
、

雨
水
は
側
溝
へ
流
す
と
い
う

も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

企
業
局
下
水
道
課

ご
注
意
く
だ
さ
い
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犬
ふ
れ
あ
い
広
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

☆
9
月
か
ら
犬
の
相
談
会
を
再
開
し
ま
す
。

毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
ま
で

毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

午
後
1
時
〜
2
時
ま
で

毎
月
第
4
日
曜
日

午
後
2
時
〜
4
時
ま
で

※
い
ず
れ
も
雨
天
は
お
休
み
と
し
ま
す
。

☆「
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
遊
ぼ
う
」

小
学
生
対
象

9
月
27
日
、
10
月
11
日
、
25
日
、
11
月
8

日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
ま
で

※
11
月
8
日
は
終
了
式
で
す
。

☆
動
物
愛
護
週
間（
9
月
20
日
〜
9
月
26
日
）

犬
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
『
ワ
ン
で
チ
ュ
ー
in

う
ち
な
だ
』
を
開
催
！

9
月
23
日
（
祝
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
1
時
30
分

・
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム
で

楽
し
も
〜
う
！

賞
品
も
出
る
よ
。

・
愛
犬
の
写
真
募
集
！

『
我
が
家
の
愛
犬
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』

グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
は
広
場
で
投
票
し
て
決

め
ま
す
。
9
月
17
日
（水）
ま
で
に
左
記
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
送
付
先
▼

内
談
町
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
9
2
0
―

0
2
7
1
鶴
ケ
丘
2
丁
目
161
―

1

内
談
町
・W

0
0
F

の
会
共
催

風
し
ん
の
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

昭
和
54
年
4
月
2
日
〜
昭
和
62
年
10
月
1
日

生
ま
れ
の
方
へ
。

平
成
6
年
の
予
防
接
種
法
改
正
で
、
従
来

中
学
生
で
接
種
し
て
い
た
風
疹
の
予
防
接
種

が
乳
幼
児
期
（
生
後
12
〜
90
か
月
）
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
そ

の
時
点
で
乳
幼
児
期
を
経
過
し
、
か
つ
中
学

生
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
小

学
校
1
年
生
あ
る
い
は
中
学
校
2
年
生
で
接

種
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
国
的
に
こ
の
時
期
の
風
疹
の

予
防
接
種
率
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
、
公
費

で
風
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
経
過
措
置

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
1
2
の
条
件
を
満
た
す
方
が
経
過

措
置
の
風
疹
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

1
昭
和
54
年
4
月
2
日
〜
昭
和
62
年
10
月
1

日
生
ま
れ
の
方
（
内
談
町
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方
）

2
過
去
に
風
疹
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
方

で
、
風
疹
予
防
接
種
、
又
は
M
M
R
（
麻

し
ん
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
）
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
。

接
種
期
限
▼
平
成
15
年
9
月
30
日
ま
で

予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
▼

内
談
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
接
種
券
・
予
診
票

の
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関
で
接
種
下
さ
い

（
接
種
で
き
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
内
談
町

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）。

相
談
受
付
は
毎
日
（
土
／
日
／
祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
―

6
0
3
―

1
1
4

問
い
合
わ
せ
先
▼
金
沢
市
広
岡
1
―

5
―

23

金
沢
第
一
ビ
ル
3
階

（
財
）
労
災
年
金
福
祉
協
会

石
川
労
災
年
金
相
談
室1

2
6
4
―

3
6
2
3

FA
X

2
6
4
―

3
6
2
4

中
高
生
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
推
進
県
民
会
議
主

催
に
よ
る
「
中
高
生
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
、
推
進
協
力
機
関
・
団
体
、
町
、
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
、
県
下
で
一
斉
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
あ
た
た
か
い
挨
拶
、
声
か
け
で
、

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
期
間
▼
9
月
24
日
（水）
〜
9
月
30
日
（火）

時
間
▼
朝
の
通
学
時

対
象
▼
中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒

場
所
▼
駅
、
交
差
点
、
横
断
歩
道
、
学
校
前
、

停
留
所
等

活
動
内
容
▼
あ
い
さ
つ
、
交
通
ル
ー
ル
や
公
共

マ
ナ
ー
に
関
す
る
声
か
け

問
い
合
わ
せ
先
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

子
宮
が
ん
検
診

は
つ
ら
つ
健
診
で
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け

そ
び
れ
た
方
は
、
9
月
中
に
次
の
医
療
機
関

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

子
宮
が
ん
は
若
い
女
性
か
ら
も
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
若
い
か
ら
大
丈
夫
と
い
わ

ず
に
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
▼
30
歳
以
上
の
女
性

期
間
▼
9
月
30
日
ま
で
（
診
療
時
間
内
）

受
診
で
き
る
医
療
機
関
▼

藤
井
産
婦
人
科
医
院
・
め
ぐ
み
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
金
沢
医
科
大
学
病
院

自
己
負
担
金
▼
1，
2
0
0
円

検
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。
窓
口

で「
内
談
町
の
検
診
」と
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

妊
娠
中
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
（
主
治
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

働
き
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

当
協
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
て

◎
「
過
労
死
」
や
「
精
神
障
害
等
」（
い
わ
ゆ
る

過
労
自
殺
含
む
）
の
こ
と

◎
仕
事
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
来
る「
健
康
」

の
こ
と

◎
「
精
神
的
悩
み
」
や
、「
労
災
補
償
」
の
こ
と

な
ど
の
「
相
談
」
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

秘
密
は
「
厳
守
」

相
談
は
す
べ
て
「
無
料
」
で
す
。
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会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

平日 9：00～12：00
（月～金）

健診などの事業により
利用できない日もあり
ます。ご了承ください。

・お部屋の中で食べたり飲んだり
しないでネ
・オムツやごみは持ち帰ってネ
・おもちゃや絵本はかたづけてネ

平日 9：00～12：00
13：00～17：00

土曜日
10：00～12：00

（月～金）

～～～～
～～～～～～～～～

10：00～11：00
（受付 9：30～10：00）

9月17日（水）

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

みんなで遊ぼう
『おもいっきり体を動かそう！』

※受付時間をすぎた時は、
入室できない場合があります。

どなたでも
お 軽に
おいでください

どなたでも
お気軽に
おいでください

1才6か月児健診
9月 9日（火）対象14年 2月生
10月21日（火）対象14年 3月生

（受付時間）13：00～14：00

4か月児健診
9月16日（火）対象15年 5月生
10月28日（火）対象15年 6月生

（受付時間）13：00～14：00

3才児健診
9月 2日（火）対象12年 5月生
10月14日（火）対象12年 6月生

（受付時間）13：00～14：00

ツベルクリン反応検査とBCG接種
9月16日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

9月18日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成15年5月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●BCG 接種（受付時間）13：15～14：00

｝
10月28日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

10月30日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成15年6月生｝

すくすく赤ちゃん!!
9月25日（木）
13：30～14：00
（受付 13：00～13：30）

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。

0才児の親子あそびの教室

『むすんでひらいて♪』
手遊びやうた遊びで
お子さんと一緒に楽しい
時間をすごしましょう。

9月18日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

絵本の読みきか
せのほか、フリー
トークもあります。
どなたでもお気軽に
おいでください。

『ぼくにげちゃうよ』
マーガレット・W・ブラウン ぶん

クレメント・ハード え
いわた みみ やく

今月のテーマ『たのしい絵本の世界4』

ポリオ予防接種
9月29日（月）

【対象】2回目 平成14年6月～8月生

10月6日（月）

【対象】2回目 平成14年9月～11月生

10月20日（月）

【対象】1回目 平成14年12月～
平成15年2月生　

10月27日（月）

【対象】1回目 平成15年3月～5月生

（受付時間）13：15～14：00
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物 家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（8月25日まで受付分）

希望者 提供者交渉成立

環境対策室

紹介登

録
（
６
カ
月
間
）

登

録
（
６
カ
月
間
）

不用品リサイクルの登録情報は内談町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

譲
り
ま
す

新
着
情
報

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●金魚の水槽一式
（蛍光灯、エアレーション付、ガラス製）
●バイオリンの肩あて
●介護ベッド
●木製ベビーベッド

●譲って下さい（希望品）
町立保育所スモッグ（M、L）、キックボード、アップライトピアノ、
和服の帯、冷蔵庫、自転車の空気入れ、プラレール、
CDラジカセ、折りたたみ式自転車、4～5才男児の服、
テレビ、2段ベッド、中央出版トータル養育セット、一輪車、
3～4才女児の服、女児ベビー服80cm程度、柔道着（L）、
男児ベビー服95cm以上、婦人用自転車、
清湖小女児制服（140～150cm）、清湖小体そうズボン
（140cm以上）、清湖小体そう服上下（140～150cm）、
向粟崎小学校女児制服140cm程度、小学校1年生の教科書
幼児用自転車、子供用自転車（女児用16または18インチ）、
子供用自転車16インチ（男児用）、補助輪のある自転車

●譲ります（提供品）
内談中学校男子制服上下（160-Ａ）

内ばきズック（青色26.5cm） 鏡台

エレクトーン ベビーベッド

介護ベッド 洋服ダンス（茶色、木目）

内談中 男子制服 半そでカッターシャツ（サイズM、

標準、短シャツ各3枚）ベビーベッド（木製）

マミーBOX（ほ乳ビン保管用のもの） 書棚

不用品リサイクル登録情報

9
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
時
▼
9
月
19
日
（金）

午
後
1
時
30
分
〜

場
所
▼
文
化
会
館

3
階

視
聴
覚
室

演
題
▼
「
老
舗
の
お
か
み
〈
金
沢
・
加
賀
・
能
登
〉」

講
師
▼
北
陸
中
日
新
聞
社
論
説
委
員

明
石

勲

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談
（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
談
町
働
く
婦
人
の
家

と

き
▼
9
月
19
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時

今
月
の
納
税
納
期
限
平
成
15
年
9
月
30
日
（火）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
―

○
国
民
健
康
保
険
税

第
6
期

町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車

税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用

金
庫
・
能
登
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課



な
ま
え

住

所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

杉
本

す
ぎ
も
と

玲れ
い

子こ

坂
下

さ
か
し
た

亮
り
ょ
う

磨ま

北
川

き
た
が
わ

大た
い

雅が

佐
野

さ

の

綾あ
や

香か

伊
戸

い

と

川が
わ

未
来

み

く
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次回のまいどさんは中居さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

中居正樹（宮坂）

今月は 向井さん から紹介のあった、中居正樹さんに登場していただきます。

私は子どもが二人いますが仕事が忙しくてなかなか休みもとれず、一

緒に遊ぶ時間がありません。上の息子はまだ自転車の補助輪が取れてい

ないので、休みの時間をつくって1人で乗れるように一緒に練習しよ

うと思っています。

近くにサイクリングターミナルや総合公園など遊ぶところはたくさん

あるので、今度行ってきます。

また、息子は四月から空手を習い始めました。少しでも礼儀正しい子

に育ってほしいと思います。いつまで続けられるかわかりませんが、ス

ポーツを通して多くのことを学んでほしいですね。続けていけるように

応援していきます。

内談町はスポーツ施設が整っていて、とても良い環境だと思います。

町へ一言：河北潟周辺の整備をしてほしいです。なんとなく暗いイメージ
があります。昔はもっときれいでした。

むかい なかい まさき

2003.9.5.（21）
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新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ 4月1日から下記のとおり毎週月・

木曜日の地区と火・金曜日の地区に変わりました。

2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴ヶ丘4丁目

鶴ヶ丘5丁目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大学 1 丁目

大学 2 丁目

大 根 布

宮 坂

北部土地区画

西 荒 屋

室

湖 西

19
19：00～20：00

資源物もえない
ごみもえるごみ

19
18：30～19：30

19
19：00～20：00

19
19：30～20：30

18
19：00～20：00

18
20：00～21：00

18
19：00～20：00

19
6：30～7：30

26
6：30～7：30

25
19：00～20：00

25
19：00～20：00

21
8：00～8：30

26
8：00～9：00

26
19：00～20：00

26
18：30～19：30

26
19：00～20：00

26
19：00～20：00

26
19：00～20：00

26
18：00～19：00

26
11：00～12：00

17
19：00～20：00

資源物もえない
ごみもえるごみ

9月 10月

17
18：30～19：30

17
19：00～20：00

17
19：30～20：30

16
19：00～20：00

16
20：00～21：00

16
19：00～20：00

17
6：30～7：30

24
6：30～7：30

23
19：00～20：00

23
19：00～20：00

19
8：00～8：30

24
8：00～9：00

24
19：00～20：00

24
18：30～19：30

24
19：00～20：00

24
18：00～19：00

24
19：00～20：00

24
18：00～19：00

24
11：00～12：00
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3

〃
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〃

1

〃
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1,733
452
426
809
1,249
732
1,626
997
692
1,615
527
430
372
441
108
543
240
87

13,079
21

1,814
539
457
867
1,251
795
1,663
1,103
718
1,657
511
618
376
459
97
552
271
85

13,833
16

3,547
991
883
1,676
2,500
1,527
3,289
2,100
1,410
3,272
1,038
1,048
748
900
205
1,095
511
172

26,912
37

1,185
355
320
603
797
517
1,106
736
525
1,074
490
585
265
264
60
314
152
54

9,402
11

内談町字別人口世帯数 平成15年7月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区 分
人 口

男 女 総 数
世帯数

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　1286－6720

9～10月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住 所 T E L
9/7
（日）

9/14
（日）

9/15
（月・祝）

9/21
（日）

9/23
（火・祝）

9/28
（日）

10/5
（日）

10/12
（日）

10/13
（月・祝）

西田医院（内･小） 内談町アカシア1丁目26 238-3514

久保医院（内･小） 宇ノ気町宇野気ヌ167 283-0017

沖野クリニック（小･内） 高松町高松ノ1の9 281-0500

一林医院（内･小） 津幡町庄ウ3 289-2002

田中医院（耳鼻咽喉科） 内談町向陽台2丁目224 237-6923

山崎外科胃腸科医院 津幡町加賀爪リ20 289-2288

宗平内科医院（内･循･神内）津幡町井上の荘2丁目1-1 288-7600
保志場医院（産婦･内･小） 高松町高松ノ90甲 281-0069

紺谷医院（内･小） 七塚町木津ヘ12-1 285-0020

山田耳鼻咽喉科医院 津幡町津幡ロ5-10 288-2084

中田内科病院 宇ノ気町内日角6丁目35-1 283-1121

土島整形外科医院 内談町旭ヶ丘148 238-4858

きた眼科クリニック 七塚町白尾イ50-1 283-1515

村田医院（内･小） 内談町鶴ヶ丘2丁目8-15 286-0300

かわむら整形外科医院 津幡町横浜ヘ35-3 288-2555

舘小児科クリニック 内談町大根布7丁目65 286-1231

おおたクリニック（内･小） 津幡町太田は112 288-6000

二ツ屋病院（内） 高松町二ツ屋リ72 281-0172

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

祝日、振替休日も、もえるごみの収集をします。※

発 行 内談町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920－0292 石川県河北郡内談町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

9月17日（水） 9月18日（木） 9月19日（金）

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

10月15日（水） 10月16日（木） 10月17日（金）

問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

休日のリサイクルステーション設置についてのお知らせ
アルミ缶、スチール缶、ペットボトルなどは現在、月１回各町

会で回収していただいていますが、お仕事などの都合で町会での
回収へ持ち込みできない人のため、次のとおり、役場にリサイク
ルステーションを設け、町会同様の資源リサイクルの受付を実施
いたしますので、ご利用ください。
日時 9月28日（日） 午前９時30分～11時30分
場所 役場１階西駐車場
内容 アルミ缶、スチール缶、ペットボトル、ビン類、
紙パック、廃食用油

お願い 缶、ビン類、紙パックは洗ってお持ちください。
次回以降の予定 11月23日（日） 平成16年３月28日（日）
問い合わせ先 町民部環境対策室

お願い
上記持込時間内にお持ちください。
また、資源物以外のごみは持ち込まないでください。
詳しくは家庭ごみカレンダーをごらんください。


